
生駒市内唯一の国宝建造物

ながらウォーキング 12022/4/29



長弓寺の歴史

• 奈良時代、土地の豪族・小野真弓長弓（おののまゆみた
けゆみ）とその養子であった長麿（ながまろ）が、若年
の聖武天皇に従ってこのあたりで狩猟をした時のこと、
森より一羽の怪鳥が飛び立ったのを見て、
親子でこれを追っていました。
この時、養子である長麿（ながまろ）が誤って
父・長弓（たけゆみ）を射殺してしまいました。
聖武天皇はこのことを深く哀しみ、行基に命じてこの地
に小さな御堂を建て十一面観音をおまつりになって
長弓（たけゆみ）菩提を弔いました。また、
自らも仏教に帰依され、この寺を深く信仰なさいました。
時に神亀５年（７２８年）、
聖武天皇が２８歳の頃だと伝えられています。
本尊十一面観音の頂上の仏面は、聖武天皇の弓の柄で彫
られているという逸話が残っています。
平安時代には、桓武天皇の頃、
藤原良継が伽藍を整備し丈六（じょうろく）の
阿弥陀、釈迦、四天王を安置して崇敬されました。

• 弘法大師がこの地を訪れた際も、善女龍王を感得された
と伝えられています。その後堀川天皇が、伽藍を修復し
大般若経六百巻を施入して、世の平安と諸人の快楽（け
らく）を祈られました。しかし、平安末期・安徳天皇の
御代には火災にあったと、東大寺資材帳に記録がありま
す。
鎌倉時代の弘安２年（１２７９年）には現本堂（国宝）
が建立されましたが、当時は蒙古の来襲で寄進が意の如
く集まらず約６０年間、素屋根であったようです。現存
する本堂は、この時に建立されたもので、今は檜の皮で
立派に屋根が葺かれています。その後室町時代の応仁の
乱で、山名宗全の落人による重宝破壊、戦国時代には織
田信長によって寺領が没収、明治の廃仏毀釈（きしゃ
く）によって寺運は衰退の一途をたどりましたが、昭和
１０年の大解体修理を経て今も本堂が現存しています。
また、長弓寺は大和十三仏霊場の「第九番札所」として、
一周忌の守り仏、午年生まれの仏、勢至菩薩（せいしぼ
さつ）をお祀りしています。
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長弓寺（ちょうきゅうじ）にある宝物について
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本堂(国宝)

棟上弘安２年（１２７９年）の墨書がある。新和様とも
いうべき建築様式で、組物の簡素な点を彫刻入りのかえ
る股でおぎない、内部は虹梁、垂木を露出させて構造の
美を発揮している。

黒塗厨子(重要文化財)

扉板の左方に胎蔵界種子蔓茶羅、不動明王、二童子像、
右方に金剛界種子蔓茶羅および降三世明王像の極彩絵が
ある。

本尊十一面観音立像(重要文化財)

立像御丈四尺、木像の本尊は典雅な像で平安時代の作と
されているが、貞観様式を含んだ藤原仏の説もある。

出典元；長弓寺ＨＰ



一言主神社(生駒市上町)
ご祭神 一言主命
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富雄川の東岸より少し上ったところ、古く小さな集落の外れに鎮座する社。創建由緒については伝わって
いないようです。もちろん各地に見られる葛城一言主神社からの勧請社でしょうし、一言主命は事代主命
かと思われます。本来のご祭神は事解之男命であろうと思いますが。

出典元；天地悠久ブログ
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